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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 15 ⽇ 
● 事 業 名 ： 「⾞いすの学校」を活⽤した “三⽅よし！” の社会的弱者⽀援 
● 資⾦分配団体 ： ⼀般社団法⼈北海道総合研究調査会（略称 HIT） 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⾶んでけ⾞いすの会   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： ☐有 þ無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 
1．「⾞いすの学校」への社会的
弱 者 の 実 施 
  (札幌市、千歳市、余市町) 

1)延参加者数 ①延 120 ⼈ 札 幌 市 ：
2022 年 3
⽉ 
千 歳 市 ・
余 市 町 ：
2023 年 2
⽉ 

12 回実施 
延参加者数：38 ⼈ 
修了⽣延参加者数：4
⼈ 
⾞いす整備の匠：24 ⼈ 

３ 

2)本事業でいう社会
的弱者の参加者数 

②社会的弱者の参加者：延 40 ⼈/
年 

年間の実/延：4/10 ⼈ ３ 

3)継続的参加者(2 回
以上参加者)数 

③社会的弱者のリピーターの割合
が参加者数の 5 割に達する 

75％ 
（4 ⼈中 3 ⼈） 

１ 

4)参加者⾃⼰評価 ④参加者⾃⼰評価が毎回実施され
る 

毎回匠と技術チェック
と振り返りを実施。 

２ 

2．「⾞いすの学校」の機能であ 1)家 族 相 談 数 ①年間相談数 40 件程度 札 幌 市 ： 0 件 ３ 
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る専⾨職による家族相談・健康
相談・キャリア相談の実施 

（PTA） 2022 年 3
⽉ 
千 歳 市 ・
余 市 町 ：
2023 年 2
⽉ 

（参加者すべてが成年
であることも要因と思
われる。） 

2)健康相談数（保健
室） 

②年間相談数 40 件程度 
 

10 件 ３ 

3)キ ャ リ ア ⽀ 援 室 
利⽤数 

③毎年利⽤がある 10 件 ２ 

3．札幌市⽩⽯区・千歳市・余
市 町 に お い て 、「 ⾞ い す の 学
校」を活⽤した社会的弱者（障
がい児・者、引きこもり、不登
校、⽣活困窮、外国⼈労働者）
⽀援を可能にする実施モデルを
作成する。 

1)実施モデル作成 ①2023 年 2 ⽉、3 地区について、
年間収⽀計画、年間活動計画を含
む実施モデルの作成 

札 幌 市 ：
2022 年 3
⽉ 
千 歳 市 ・
余 市 町 ：
2023 年 2
⽉ 

⽩⽯区における実施モ
デル未作成 

３ 

4．北海道内のどの地域でも、
「⾞いすの学校」または⼩規模
多機能である既存の地域資源を
活⽤して、社会的弱者（障がい
児・者、引きこもり、不登校、
⽣活困窮、外国⼈労働者）⽀援
を可能にする実施モデルを作成
する。 

1)実 施 モ デ ル 作 成 
 

①2023 年 2 ⽉応⽤編作成済： 
「⾞いすの学校」以外の⼩規模多
機能な地域資源を活⽤した北海道
内市町村に適⽤できる実施モデル
の作成(⼤都市/⼤都市近郊市/中
核都市/⼩規模⾃治体編など最低
⼀件具体案を作成する) 

2023 年 2
⽉ 

次年度計画である ４ 

2)報告書の配布数 ②札幌市 10 区，178 市町村 次年度計画である ４ 
 
＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 
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  3.課題がある 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
☐変更なし þ短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
      （変更内容：モデル⾃治体を限定しない、⽬標達成時期の変更） 

3. 活動に関する報告 
緊急事態措置による休校 5 か⽉間、まん延防⽌等重点措置への切替から開始するが、⾃事務所での実施にとどまり、⽩⽯区での実施は

実施されていない。2022 年 3 ⽉ 22 ⽇のまん延⽌等重点措置解除を以て、⽩⽯区の選出の道議・市議に協⼒依頼のロビー活動開始。現在、
コミュニティサークル、社会的弱者等の活動拠点の紹介、コミュニティラジオへの出演等の計画が進⾏している。 

 
事務所および星園⼩会議室での実施は 12 回で、延参加者数は 38 ⼈、ほか修了⽣が整備ボランティアへの移⾏期に延参加者数 4 ⼈参加

し、彼らを指導した⾞いす整備の匠は延 24 ⼈であった。残念なことに、精神障害により就労⽀援 B型事業所に通所していた参加者（社会
的弱者）1 ⼈と、2021 年度修了⽣ 2 ⼈のうち 1 ⼈の、計 2 ⼈の⽅が本州に転居・転勤となった。 
参加者（社会的弱者）は、参加の度に⾃⾝の体調や仕事のことについて、保健室・キャリア⽀援室担当者に相談するようになり、⾞い

すの学校の機能の発揮もなされたと考える。 
参加者（社会的弱者）の A さんは、家庭を持ち、就労⽀援 B 型事業所で⼯賃を得ている⼥性である。彼⼥は、通院の帰りなどにも事務

所に寄り、「⾞いすをみてるだけでもいいね」と⾔って過ごすなど、⾞いすの学校を第 3 の居場所として捉えている⾔動が⾒られた。⼀⽅
で、彼⼥は、他⼈が気になる、⾳に敏感であるなどの特徴を有していたため、⾞いす整備の匠とのマッチング、教室環境調整など合理的
配慮をおこなった。このようなひとつひとつの実践が今後モデル構築するときのカギになると考えている。 

 
2021 年 10 ⽉ 31 ⽇、アフリカ国内留学体験とイベントを実施し、昨年度のベトナムに続いて、北⼤に留学しているアフリカ出⾝の学⽣

4 名（タンザニア、マラウイ、ザンビア、ナイジェリア）に、「フードドライブ」「冬物⾐類・靴の提供」が実施された。このイベントを機
に⾞いすの学校に参加するようになった⽅も居た。 

 
 
6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
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 ①健康管理カードの作成（症状・家族等の発症・通学経路などを問う内容） 
 ②⾮接触型体温計（消毒ポンプ・スタンド付）・⼤型加湿器（リース）の設置 
 ③実施の⼈数制限：指導者 1 ⼈に対して、受講⽣ 2 名。実施場所 2 か所とし、指導者 3 名、受講⽣ 6名までの制限で実施。 
② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
□ 2021 年度の総会終了後、ホームページに「NPO 法⼈⾶んでけ！⾞いすの会 2020 年度事業報告書」を掲載している。 
「国内事業」の説明の中で、以下の説明がなされている。 

2020 年度は従来の「⾞いすの学校」に新たな⽬的が加わり、北海道未来社会システム創造事業の助成事業の『「⾞いす
の学校」を活⽤した “三⽅よし！” の社会的弱者⽀援』として実施しました。実施回数 20 回、参加実／延⼈数は 30／91 
⼈で、病気退職しリハビリ期間にある⽅、障害者⽀援サービス事業者や介護職など保健医療福祉専⾨職の参加もあり、⾞
いす整備の重要性と技術を伝えました。外部派遣として、京極町社会福祉協議会シルバー⼈材センターメンバー、「⾞い
すの学校」祭においてベトナム⼈に、また、札幌⼯業⾼校の卒業制作指導を⾏いました。年度末までに、修了⽣５⼈を輩
出し、うち２⼈は整備班として活動できるとの確認を得ています。 

   
□ NHK記者の取材と⾞いすの学校への参加：2021 年 10 ⽉ 9 ⽇（⼟） 
□ HTB取材（イオン⻩⾊のレシート関連で⾞いすの学校⾵景を撮影）：2022 年 3 ⽉ 12⽇（⼟） 
□ 前述は、2022 年 3 ⽉ 26 ⽇（⼟）HTB「イチモニ」で放映された。 

 
2.広報制作物等 

  なし 
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3.報告書等 
  □ 2022 年 3 ⽉ 4⽇（⾦）の活動報告会のパワーポイント資料のみ。 
   

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
以下において、活動紹介を実施した。 
□ 北星学園⼤学短期⼤学部学⽣ 
□ 北⾒市社会福祉協議会（zoomでの講義） 
□ ⼤阪府⽴⼤学（Power Pointによるオンデマンド教材）： 
□ 北⼤−JICA連携 SDGs関連講座 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
 
2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：2021 年度に予定されていた英語版を含むホームページの⾒直し

および新しいコンテンツの公開に遅れがある。掲載は、2022 年 5 ⽉の総会後を予定。現在、ハードコピーの閲覧が可能。 
 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 
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þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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